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平
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
保
障
す
る
教
育
条
件
整
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

平
成
元
年
十
二
月
十
三
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

田 
村 

 

元 

殿 

 

提 

出 

者 
 

藤 

原 

ひ 

ろ 

子 

 

一 

 



 

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
一
年
度
ま
で
の
一
二
年
計
画
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
第
五
次
教
職
員
定
数
改
善
計
画
の
進

捗
率
は
、
一
九
八
九
年
度
ま
で
で
、
全
体
計
画
が
五
五
・
四
％
、
そ
の
う
ち
四
〇
人
学
級
が
六
〇
・
五
％
、
養
護

教
員
、
事
務
職
員
等
の
配
置
改
善
が
五
〇
・
〇
％
で
あ
り
、
計
画
達
成
の
遅
れ
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
ま
た
、
京
都
市
に
お
い
て
は
、
定
数
の
改
善
ど
こ
ろ
か
、
京
都
府
が
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編

制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律(

以
下｢

標
準
法｣

と
い
う
。)

に
基
づ
い
て
定
め
た
府
の
定
数
基
準
よ

り
教
員
が
少
な
い
小
・
中
学
校
が
一
九
八
九
年
度
で
七
四
校
も
あ
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
状
態
は
、
偶
然
の
事
態 

こ
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
四
〇
人
学
級
の
早
期
完
結
と
三
五
人
学
級
の
実
現
、
教
職
員
定
数
・
配
置
改

善
等
の
教
育
条
件
整
備
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

｢

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を｣

―
こ
れ
は
、
父
母
、
教
職
員
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
。 

子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
保
障
す
る
教
育
条
件
整
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

で
は
な
く
、
何
年
間
も
放
置
さ
れ
、
恒
常
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
父
母
、
教
職
員
の
願
い
に
反
し
、
子
ど
も
た

ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
阻
害
す
る
だ
け
で
な
く
、「
義
務
教
育
水
準
の
維
持
向
上
」
を
目
的
と
す
る
標
準
法
に
も

違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
。 

｢

先
生
を
も
っ
と
ふ
や
し
て｣

｢

せ
め
て
府
基
準
並
み
の
教
員
数
を｣

と
い
う
父
母
、
教
職
員
の
切
実
な
願
い
は

当
然
で
あ
る
。 

一 

国
・
府
の
定
数
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
学
校
の
教
員
数
を
基
準
並
み
に
増
や
す
よ
う
指
導
す
る
こ
と 

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
事
態
に
か
ん
が
み
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

京
都
市
に
お
い
て
は
、
別
表
の
と
お
り
、
京
都
府
が
標
準
法
に
基
づ
い
て
定
め
た
府
の
定
数
基
準
よ
り
教
員

が
少
な
い
小
・
中
学
校
が
、
一
九
八
九
年
度
、
市
立
の
小
・
中
学
校
二
八
一
校
の
う
ち
七
四
校
、
二
六
％
も
あ

る
。
一
九
八
八
年
度
は
、
二
七
九
校
の
う
ち
六
九
校
、
二
五
％
、
一
九
八
七
年
度
は
、
二
七
八
校
の
う
ち
七
四

校
、
二
七
％
で
あ
る
。
教
員
数
が
国
・
府
の
定
数
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
状
態
が
恒
常
化
し
て
い
る
。 

四 

 



 

二 

学
級
編
制
基
準
日
を
四
月
一
日
前
後
に
改
め
る
よ
う
弾
力
的
に
指
導
す
る
こ
と 

学
校
基
本
調
査
等
、
各
種
統
計
の
指
定
日
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
算
定
基
準
日
は
、
五
月
一
日
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
関
係
か
ら
、
学
級
編
制
の
基
準
日
も
多
く
の
地
方
で
五
月
一
日
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
で

は
、
新
し
い
学
級
編
制
の
も
と
に
新
学
期
が
始
ま
っ
た
の
に
、
生
徒
数
の
増
減
に
よ
り
、
年
度
途
中
で
学
級
の

編
制
替
え
が
多
発
す
る
と
い
う
不
都
合
が
避
け
が
た
い
。
そ
こ
で
近
年
、
父
母
、
教
職
員
の
要
求
、
運
動
が
実 

こ
う
し
た
事
態
を
放
置
す
る
な
ら
ば
、
標
準
法
は
空
洞
化
・
空
文
化
す
る
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
、
こ
う

し
た
事
態
に
対
し
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
き
た
の
か
。
今
後
、
ど
う
す
る
の
か
。 

そ
も
そ
も
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
は
、
義
務
教
育
を
受
け
る
全
国
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
の
「
教
育

水
準
の
維
持
向
上
」
を
目
的
と
し
て
、
「
学
級
規
模
と
教
職
員
の
配
置
の
適
正
化
を
図
る
た
め
」
、
標
準
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
。
京
都
市
の
事
態
は
、
明
ら
か
に
標
準
法
の
目
的
に
反
し
、
法
違
反
の
疑
い
が
あ
り
、
極
め
て

重
大
で
あ
る
。 

五 

 



 

年
度
途
中
で
こ
の
よ
う
に
学
級
の
編
制
替
え
が
頻
発
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
、
子

ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
学
力
を
つ
け
て
い
く
う
え
で
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
こ
う
し
た
事
態

を
減
ら
す
た
め
に
も
、
京
都
府
を
始
め
と
す
る
府
・
県
教
育
委
員
会
の
判
断
で
、
現
行
五
月
一
日
の
学
級
編
制

基
準
日
を
四
月
一
日
前
後
に
改
め
る
よ
う
、
関
係
す
る
府
・
県
教
育
委
員
会
に
対
し
、
学
級
編
制
基
準
日
の
弾

力
的
運
用
を
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

京
都
府
の
学
級
編
制
基
準
日
は
、
い
ま
だ
に
五
月
一
日
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
京
都
市
に
お
い
て 

 

は
、
子
ど
も
た
ち
と
教
師
が
新
し
い
学
級
生
活
に
な
れ
、
親
し
み
始
め
た
の
に
、
そ
の
途
端
、
学
級
の
編
制
替

え
が
行
わ
れ
る
と
い
う
事
態
が
頻
発
し
て
い
る
。
新
学
期
が
始
ま
っ
て
か
ら
年
度
途
中
の
学
級
の
編
制
替
え 

が
、
本
年
度
の
八
件
を
含
め
、
こ
の
五
年
間
に
三
四
件
も
行
わ
れ
て
い
る
。 

り
、
全
国
的
に
は
、
東
京
都
、
兵
庫
県
を
始
め
約
三
分
の
二
の
都
県
で
、
学
級
編
制
の
基
準
日
が
四
月
一
日
前

後
に
改
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。 

六 

 



 

三 
四
〇
人
学
級
計
画
を
完
全
達
成
し
三
五
人
学
級
移
行
へ
の
検
討
を
開
始
す
る
こ
と 

2 

同
時
に
、
四
〇
人
学
級
を
完
全
に
実
現
し
て
も
、
我
が
国
小
・
中
学
校
の
学
級
定
員
は
、
ま
だ
、
先
進
国

で
も

低
の
水
準
で
あ
る
。
一
学
級
当
た
り
児
童
・
生
徒
数
の
基
準
は
、

高
の
イ
ギ
リ
ス
で
も
三
五
人
、 

1 
四
〇
人
学
級
は
、
一
九
九
一
年
度
を

終
年
度
と
す
る
第
五
次
教
職
員
定
数
改
善
計
画
に
基
づ
き
、
本
年

度
、
教
員
定
数
ベ
ー
ス
で
六
〇
・
五
％
、
学
年
ベ
ー
ス
で
小
学
校
四
年
、
中
学
校
一
年
ま
で
進
め
ら
れ
た
。 

こ
の
願
い
に
こ
た
え
、
少
な
く
と
も
一
九
九
一
年
度
に
は
、
計
画
ど
お
り
、
四
〇
人
学
級
を
完
全
に
実
現

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

全
国
の
父
母
、
教
職
員
は
、
こ
れ
ま
で
、
四
〇
人
学
級
の
一
日
も
早
い
実
現
と
三
五
人
学
級
へ
の
速
や
か

な
移
行
を
願
い
、
真
剣
に
運
動
を
進
め
て
き
た
。 

来
年
度
一
九
九
〇
年
度
に
は
、
教
員
定
数
ベ
ー
ス
で
八
〇
・
四
％
、
学
年
ベ
ー
ス
で
小
学
校
五
年
、
中
学
校

二
年
ま
で
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

七 

 



 

四 

過
大
規
模
校
を
早
急
に
改
善
す
る
こ
と 

児
童
・
生
徒
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
大
規
模
校
、
大
規
模
校
が
依
然
と
し
て
多
数

残
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
九
年
五
月
現
在
、
全
国
で
、
三
一
学
級
以
上
の
い
わ
ゆ
る
過
大
規
模
校
は
、
小
学
校

五
三
二
校
、
中
学
校
三
〇
七
校
で
合
計
八
三
九
校
あ
る
。
二
五
学
級
以
上
の
い
わ
ゆ
る
大
規
模
校(

三
一
学 

 

級
以
上
も
含
む)

は
、
小
学
校
二
、
三
七
〇
校
、
中
学
校
一
、
三
三
二
校
で
合
計
三
、
七
〇
二
校
あ
る
。
京
都
府
で 

四
〇
人
学
級
計
画
の
完
全
達
成
に
続
い
て
三
五
人
学
級
へ
移
行
す
る
よ
う
、
直
ち
に
、
計
画
の
検
討
を
開

始
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

日
本
が
、
国
民
の
税
金
に
よ
る
“
お
も
い
や
り
予
算
”
で
つ
く
っ
て
い
る
在
日
米
軍
人
子
弟
の
学
校
も
二
五

人
基
準
で
あ
る
。
し
か
も
、
我
が
国
で
は
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数
は
減
少
傾
向
を
続
け
て
お
り
、

三
五
人
学
級
へ
の
移
行
を
実
現
し
や
す
い
条
件
に
あ
る
。 

西
ド
イ
ツ
（
西
ベ
ル
リ
ン
）
が
一
八
～
二
五
人
、
ア
メ
リ
カ
（
ワ
シ
ン
ト
ン
州
）
が
二
〇
～
二
五
人
で
あ
る
。 

八 

 



 

五 

養
護
教
員
の
配
置
改
善
計
画
を
完
全
達
成
し
さ
ら
に
大
規
模
校
へ
の
複
数
配
置
を
検
討
す
る
こ
と 

1 

第
五
次
計
画
に
お
け
る
養
護
教
員
の
配
置
改
善
は
、
計
画
人
員
五
、
一
二
二
人
に
対
し
、
本
年
度
で
、
改 

は
、
過
大
規
模
校
は
小
学
校
一
二
校
、
中
学
校
一
一
校
で
合
計
二
三
校
、
大
規
模
校
は
小
学
校
四
六
校
、
中
学

校
三
五
校
で
合
計
八
一
校
あ
る
。
京
都
市
西
京
区
に
は
、
福
西
小
学
校
と
い
う
児
童
数
一
、
五
七
七
人
、
四
二

学
級
の
超
マ
ン
モ
ス
校
も
あ
る
。 

い
わ
ゆ
る
過
大
規
模
校
に
つ
い
て
は
早
急
に
改
善
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
大
規
模
校
に
つ
い
て
も
、

分
離
・
新
設
の
申
請
が
あ
れ
ば
認
め
、
援
助
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

大
規
模
校
は
児
童
・
生
徒
数
が
あ
ま
り
に
も
過
大
で
あ
る
た
め
、
理
科
、
音
楽
等
特
別
教
室
で
の
授
業
、
運

動
場
や
体
育
館
で
の
授
業
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
、
教
育
上
の
困
難
や
子
ど
も
の
安
全
面
か
ら
の
不

安
、
さ
ら
に
は
、
教
職
員
と
子
ど
も
の
人
間
的
な
ふ
れ
あ
い
、
子
ど
も
ど
う
し
の
交
流
の
困
難
さ
等
々
が
、
繰

り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

九 

 



 

2 

第
五
次
計
画
は
、
四
学
級
以
上
の
学
校
に
、
養
護
教
員
の
配
置
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
計
画
を
完
全
達
成
し
て
も
、
養
護
教
員
が
配
置
さ
れ
な
い
学
校
が
多
数
残
さ
れ
る
。 

今
日
、
登
校
拒
否
や
い
じ
め
、
非
行
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
そ

の
上
、
難
病
、
奇
病
や
機
能
異
常
な
ど
の
身
体
的
病
気
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
養
護
教
員
の
役
割

と
重
要
性
は
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
京
都
市
内
の
中
学
校
で
は
、
保
健
室
へ
の
一
日
の

来
室
生
徒
数
が
一
八
八
人
に
も
及
ぶ
な
ど
、
生
徒
の
相
談
に
応
じ
き
れ
な
い
状
態
が
各
校
で
生
ま
れ
て
い 

る
。 一

九
九
一
年
の
計
画

終
年
度
に
向
け
て
、
養
護
教
員
の
配
置
改
善
計
画
を
完
全
達
成
す
べ
く
、
対
策
を

抜
本
的
に
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

善
人
員
二
、
一
三
〇
人
、
進
捗
率
四
一
・
六
％
で
あ
り
、
計
画
の
達
成
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。 

子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
す
べ
て
の
学
校
に
養
護
教
員
を
配
置
す
べ
き
で
は
な 

一
〇 

 



 

六 

事
務
職
員
の
配
置
改
善
計
画
を
完
全
達
成
す
る
こ
と 

一
九
九
一
年
の
計
画

終
年
度
に
向
け
、
配
置
改
善
計
画
を
完
全
達
成
す
べ
く
、
事
務
職
員
の
配
置
改
善
を

抜
本
的
に
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
学
校
に
事
務
職
員
を
配
置
し
、
大
規
模
校

の
複
数
配
置
を
進
め
る
よ
う
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

第
五
次
計
画
に
お
け
る
事
務
職
員
の
配
置
改
善
は
、
計
画
人
員
六
、
三
九
二
人
に
対
し
、
本
年
度
で
、
改
善

人
員
一
、
八
二
三
人
、
進
捗
率
二
八
・
五
％
で
あ
り
、
計
画
の
達
成
は
絶
望
的
で
あ
る
。 

右
質
問
す
る
。 

  

い
か
。
ま
た
、
当
面
、
児
童
・
生
徒
数
一
、
〇
〇
〇
名
以
上
の
学
校
に
養
護
教
員
を
複
数
配
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。 

一
一 
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条 
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鳳 
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紫 
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小 
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小 
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六 
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西 
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宮
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北 
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小 
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太 
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中 

桃 

山 

東 

小 
 

 
 

住 
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横 

大 
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小 
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小 
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小 
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中 
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小 
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